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研究背景・⽬的

実験概要 結果と考察

植物⼯場における⾼付加価値植物の⽣産技術開発
研究期間：2004〜2024年

1. 概要
閉鎖空間における⼈⼯環境下において露地栽培では実現不可能な⾼付加価値植物の⽣産に必要な技術を
開発しています。開発項⽬は環境制御技術および⽣体計測技術です。対象品種は葉菜および薬⽤植物です。
各種センサーからの⽣体情報を基に植物栽培に最適な環境制御を⾏うSpeaking Plant Approachを実践する
ことを⽬標としています。

2. 新規性
品質の指標として植物の概観だけではなく含有成分に着⽬し、薬⽤植物に含まれる薬効成分含量の増⼤
と葉菜中の硝酸イオン濃度の低減を⽬指しています。内容成分濃度の新たな検出法として、近⾚外線分光
法および光散乱画像計測法を使⽤した⾮破壊計測法を開発しています。トランスクリプトーム解析を実施
し、⽣産植物の環境応答を詳細に解析しています。Speaking Plant Approachを実現すべく植物に必要な環
境を適時与える次世代型植物⼯場の基盤技術とする予定です。

2024年現在、薬⽤植物の栽培研究を主に進めて
います（図１）。当研究室は2009年の植物⼯場第3
次ブームの時代に野菜ではなく薬⽤植物の⽣産を
提唱した数少ない研究機関です。現在では薬⽤植
物を⽣産品種として研究する機関が増えてきまし
た。野菜内硝酸イオン濃度の⾮破壊計測は葉内の1
点、葉⾯全体および個体全体の3種のスケールで測
定する⼿法を開発しました。葉⾯全体の濃度分布
はハイパースペクトルカメラにより（図２）、他
の2通りの測定は汎⽤の近⾚外分光計を使⽤します。
個体全体の測定では栽培期間中の連続測定を⾏い
ました（図３）。光散乱画像計測法は近⾚外線分
光法では困難な球根内のデンプン濃度計測に適⽤
しており、精度の⾼い⾮破壊計測を実現しました
（図４）。最近ではサフラン⼦球のシンク強度を
近⾚外線分光法によって⾮破壊計測し、その結果
に応じて環境制御を実施する、 Speaking Plant
Approachの実践に挑戦しています。
植物⼯場は国策であるスマートフードチェーン

に組み込まれ、バリューチェーンを構成する要素
として認識されるようになっています。社会全体
にデジタルトランスフォーメーションやグリーン
トランスフォーメーションが求められ、植物⼯場
も持続可能なマーケットイン型の⽣産に対応する
ことが求めれています。将来得られる研究成果は
社会の要請に応える内容であり、国策の実現に貢
献すると考えます。
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